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研究成果の概要（和文）：本研究は、2015年のネパール地震、2016年の熊本地震を子ども時代に経験した二ヵ国
の若者を対象として、両国における被災後の心的外傷後成長：Posttraumatic Growth (PTG)の実態を明らかにす
ることを目的とした。大学生等を対象にPTGの国際尺度で定められた25項目の質問を軸にインタビュー調査を行
い、特に高いスコアを回答した項目を中心に、具体的な語りを聞き取りした結果、回答得点が高かった上位の５
項目は両国でほぼ異なっていること、また共通項目は自分の命の大切さに対する実感や感謝を問う項目だったこ
とが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to identify the reality of Posttraumatic Growth (PTG) after
 disasters in both countries, targeting young people from the two countries who experienced the 2015
 Nepal earthquake or the 2016 Kumamoto earthquake as children. The student interview survey focused 
on 25 questions defined in the international scale of PTG, and specific narratives were interviewed,
 focusing on the items with particularly high scores. The top five items with the highest scores 
were different in the two countries, and the common item was the question about 'greater 
appreciation of the value of one's life'.

研究分野：社会疫学

キーワード： Posttraumatic Growth　　心的外傷後成長　メンタルヘルス　自然災害　レジリエンス　子ども　社会
疫学　国際保健
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでの解析で、ネパールと日本で子ども時代に被災した若者のPTGの実態には相違点・共通点の両方が存在
することが、具体的なエピソードと共に浮き彫りとなった。さらに分析を継続させることで、自然災害に見舞わ
れた子どもが経験する可能性がある心理的変化について、その文化的・社会的背景との関連を考慮した理解が深
まることが、本成果の学術的意義である。また自然災害に関する被災者支援という見地から、支援において国際
的な地域差を考慮すべき点、地域を問わず共通する点が明らかになったことは、国境を超えて活動する保健医療
従事者・政策立案者にとって相互参照可能な資料の獲得であり、本研究成果の社会的な意義である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 

 
１．研究開始当初の背景：自然災害が子どものメンタルヘルスに与える影響については、

主に PTSD・抑うつ等の Negative な側面に焦点が当てられることが多い (1-3)。一方でこ

うした苛烈な体験による苦悩を経験しながらも、それを乗り越え人格的成長を遂げる人の

存在にも注目がなされ、心的外傷後成長：Posttraumatic Growth (PTG) (4)という心理学

概念として捉える研究もまた世界的に進められている (5-9)。アジア圏内において自然災

害は頻発しており、2015.4.25 のネパール地震、また我が国においては 2011.3.11 の東日

本大震災に続き 2016.4.14 に熊本地震が発生し、数年が経過した今もなおそれぞれの地域

で人々が受け続けている影響がある。こうした背景の中で、ネパール・日本両国の PTG の

現状を明らかにすること、PTG につながる要因やエピソードについて、特に文化的・社会

的背景が異なる 2つの国における相違点・共通点に着目して分析することは、子ども期に

被災した若者のメンタルヘルス支援に有益でありグローバルな社会的支援構築のために重

要である。 

 

２．研究の目的：本研究は、ネパール・日本で子ども期に大規模地震に被災した大学生を

対象に PTG 関連尺度で用いられている質問項目を基盤とした半構造化面接による質的調査

を実施し、ネパール・日本における PTG の実態、そこに繋がったと自覚されるエピソード

の語りを収集する。得られた結果について文化的・社会的要因を考慮しながら両国の相違

点・共通点を比較検討することで、相互参照可能な情報を取得することを目的とする。 

 

３．研究の方法：ネパールと日本の子ども期に大規模地震に被災した大学生を対象に、P 

T G の実態を明らかにするため、質的調査を実施した。対象者が所属する大学機関や自宅

など本人が希望する場所あるいはオンラインにて半構造化インタビューを行った。インタ

ビューガイドに沿って被災の状況や当時の経験に関する語りを収集した。P T G の実態お

よび関連する要因について PTG 国際尺度である PTGI-X の質問項目を中心に、共通点・相

違点について内容分析を行った。 

 

【対象者・サンプリング・セッティング】 

（対象者）2015 年 4 月のネパール地震、2016 年 4月の熊本地震地震のいずれかを経験  

し、研究に対する同意が得られた大学生等（大学院等を含む） 

（サンプリング）COVID-19 の流行状況により参加協力者が集まりにくい事が想定された

ため、合目的的サンプリング、中でもスノーボールサンプリングを主として採用した。 

（セッティング）遠隔または対面で半構造化面接を実施した。実施場所は日本・ネパール

ともに対象者が所属する大学内のプライバシーに十分配慮できる会議スペース（所属研究

室の会議室、ラウンジ等）または対象者が希望する場所を使用した。 



【データ収集方法・分析の概要】 

インタビュー実施前に、基本属性等に関する面接前アンケートを行った。インタビュー、

面接前アンケート等の所要時間は約 60〜90 分前後を予定し、対面あるいはオンライン会

議システム（Zoom）を用いたリモートインタビューとした。インタビューは、熊本調査は

全て主研究者が行い、ネパール調査はトレーニングを受けた現地カウンターパートの担当

者が実施した。PTG 国際尺度 Posttraumatic Growth Inventory-Expanded (PTGI-X)の 25

の質問項目内容に沿った質問を行い、対象者が特に高いスコアを回答した質問項目を中心

に掘り下げ質問によりさらに具体的なエピソード等を収集した。PTGI スコアの平均値が高

かった上位項目に着目し対応する両国のナラティヴデータについて内容分析を行った。 

【倫理的配慮】本研究は長崎大学大学院医歯薬学総合研究科（医学系）倫理委員会の承認

（21082704）を得て実施した。 

 

４．研究成果:ネパールの対象者（n=20）と日本の対象者（n=14）は、年齢平均(標準偏

差)が 25.4(5.1)と 21.7（1.1）で日本がやや若く、性別は、ネパールは女性が多く(20.0% 

vs. 80.0%）、日本は男性（64.3% vs. 35.7%）が多かった。(表 1) 

表 1. 参加者の属性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PTGI-X, PTGI-X-J の各質問のうち、得点が高い上位 5項目は日本とネパールで大きく異な

り、ネパール（Q1, Q13, Q2, Q6, Q20） 日本（Q3, Q2, Q21, Q7, Q15, Q24)で、唯一共

通する質問項目は Q2:Greater appreciation for value of own life であった。(表 2) 

 

 

 

 

Variables Mean or N SD or (%) Mean or N SD or (%)
Sex

Male 4 (20.0) 9 (64.3)
Female 16 (80.0) 5 (35.7)

Age
25.4 5.1 21.7 1.1

Education
Undergraduate 11 (55.0) 10 (71.4)

Masters 8 (40.0) 2 (14.3)
Doctoral 1 (5.0) 2 (14.3)

Religion
Hindu 17 (85.0) 0 (0.0)

Buddhist 1 (5.0) 1 (7.1)
Christian 1 (5.0) 0 (0.0)

Others 1 (5.0) 0 (0.0)
None in particular 0 (0.0) 13 (92.9)

Number of cohabiting
3.0 2.4 2.3 1.4

Houses damaged by
Yes 8 (40.0) 5 (35.7)

No 12 (60.0) 9 (64.3)

Nepal (n=20) Japan(n=14)



表 2. 二カ国の対象者における PTGI-X 各質問項目回答 

    Nepal(n=20) Japan(n=14) 

    Mean SD Mean SD 

Q.  PTGI Domains: Relating to Others          

21 Better accept needing others  3.4  1.4  3.4*  1.2  

20 Learned how wonderful people are 3.5*  1.3  2.9  1.5  

16 More effort into my relationships  2.6  1.5  2.2  1.5  

15 More compassion for others  3.1  1.3  3.1*  1.4  

9 More willing to express my emotions 1.8  1.2  1.7  1.1  

8 Greater sense of closeness with others  3.2  1.7  3.0  1.3  

6 Can count on people  3.6*  1.3  2.9  1.2  

  PTGI Domains: New Possibilities          

17 Try to change things  3.0  1.6  2.5  1.8  

14 New opportunities  1.7  1.2  3.0  1.8  

11 Do better things with my life  3.2  1.2  2.8  1.6  

7 New path for life  2.5  1.8  3.2*  1.6  

3 Developed new interests 2.5  1.4  3.6*  1.5  

  PTGI Domains: Personal Strength          

19 Stronger than I thought I was  2.9  1.4  2.4  1.2  

12 Better able to accept  2.9  1.4  2.4  1.5  

10 I can handle difficulties 3.0  1.1  2.4  1.5  

4 Greater self-reliance 2.7  1.3  1.9  1.6  

  PTGI Domains: Spiritual and Existential Change.        

22 Greater sense of harmony with world 3.0  1.6  1.6  1.6  

23 More connected with existence  2.6  1.3  3.0  1.2  

24 Better able to face questions about life/death  3.1  1.1  3.1*  1.8  

25 Greater clarity about life’s meaning 3.3  1.0  1.6  1.5  

18 Stronger religious faith  2.5  1.8  0.6  1.2  

  PTGI Domains:  Appreciation of Life         

5 Better understanding of spiritual  2.8  1.8  1.4  1.4  

13 Better appreciate each day  3.8*  1.2  2.9  1.4  

2 Greater appreciation for value of own life  3.6*  1.3  3.5*  1.5  

1 Changed my priorities  3.8*  1.2  1.1  1.0  

Note: PTGI Domainおよび質問項目は英語論文より引用（Tedeschi, 2017） 
   

*:平均点の上位 5項目 

 



表 3. ネパール・日本の対象者の語り例（ヴァリエーション） 

 Question No.2: Greater appreciation for value of own life 

Nepal ・We have only one life and what happens next nobody knows. I have plans to do many 

things but I haven't lived my life as I wanted.（中略）In 7th grade if I had lost my life 

then I would never get chance to see the world like this. 

Japan ・なんか普通に生活してて、その死ぬんじゃないかなとか、危険だなって思うこ

とって本当に限られていると思うし、自分はなかったんですよね。地震に被災す

るまで。（中略）大学の建物のガラスがバリバリバリバリってなんかすごく怖か

ったの覚えてて。こうやって人って死ぬんだなってなんか正直思っちゃって、 

両国の対象者において、日常の生活で自覚することのなかった「死」について初めて実感

を伴って直面した経験が語られた。こうした共通点/相違点の内容分析とともに、テーマ

分析によるデータ解析も現在進行中であり、論文化し公表することを予定している。 
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